
武
藤
教
授
著
作
論
文
日
録

著
　
書
　
之
　
部

書

　

　

　

　

名

1
日
英
交
通
史
醒
謡
詣
翫
駈
鯛
雛
頂
㌫
舶
郎
媚
監
）

2
A
 
S
h
O
r
t
 
H
i
s
t
O
r
y
 
O
f
 
A
ロ
g
－
？
甘
p
a
n
e
s
e
 
R
e
l
a
許
n
s

（
H
O
k
u
s
e
i
d
O
 
P
r
e
s
s
－
】
巴
3

3
日
英
交
通
史
之
研
究

論
　
文
　
之
　
部

㈹
域
造
交
通
の
経
済
的
法
律
的
及
歴
史
的
研
究

登
攻ヒJ

．
T

行

．

所

追
　
　
祉

盈
　
　
堂

内
外
出
版
印
刷
株
武
舎
祉

発
　
行
　
年
　
月

昭
和
　
八
、
一
一

一
二
　
六

一
二
、
四

論

1
薗
満
城
道
之
研
究

訂

　

正

　

追

　

録

2
南
清
洲
蛾
道
今
回
の
運
賃
改
正
に
就
て

3
南
清
洲
城
道
と
他
の
蓮
迭
機
閲
と
の
圃
係

4
電
蛾
の
貨
物
蓮
迭
其
他
の
乗
螢
収
入
に
就
て

武
藤
教
授
著
作
論
文
日
銀

掲

載

雑

誌

名

長
崎
高
商
畢
友
倉
雑
誌

同国
民
経
済
雑
誌

同

長
崎
高
商
畢
友
合
雑
誌

八　七
ヽ　　　　　ヽ

｛｛

八四三六五七六携

発

行

年

月

明
治
四
二
、
一
一

四
三
、
一

四　四．四
・　　　一　　　　　　一一　一．1　　　　　　　－　　　‾

ヽ　｛　｛

六　四三二一



5
電

気

商

業

主

経

跨

銭

道

6
市
街
銭
遁
研
究
の
一
節

訂
7 
市

正街

這銭

¥
ハ
一
)

論

長
崎
一
口
同
商
底
一
・
友
命
日
雑
誌

ハ
一
一
)

ハ
=
一
)

〈四〉
ハ五〉

(

六

〉

ハ
七
)

日
本
経
清
新
誌
内

ハ
八
)

ハ九〉
(
十
)

(
十
一
〉

ハ
十
二
)

(
十
三
)

/
(
十
四
)

会安

経大
演日
大本.
覧手百
書科
Q静岡

安基

襲撃
包論，

纂

道

¥ 

七八

八.

明
治
四
三
、

九

四
三
、

四
三
、

四
三
、

ー且Aノ、

四
三
、

七

四
三
、

八

四
三
、

九

四
三
.

四
三
.

四
三
、
一

O
、

一
、
一
八

二、一一.
三
、
一
八

六
、
一
八

七七
、
一
八

1
、
J
 

九

四
三
、
一

O
、
一
八

四
三
二
一

四

四
三
二
二
、
一
八

一、

，じ

四
四
、

四
五
、

四
五
、

四

四
五
、

七
二
五

七
、
二
O



8
持
参
入
式
貨
物
引
換
詮

図

民

経

湾

雑

誌

9
商
法
改
正
と
貨
物
引
換
詮

日

本

経

湾

雑

誌

畿
道
五
十
年
祝
典
記
念

講
演
集
・
門
司
餓
道
局

長
崎
高
商
研
究
館
年
報

商

業

と

経

瀦

日
本
邦
餓
道
史
上
第
一
一
良
に
記
載
さ
る
べ
き
事
蹟
に
就
て

日
銭
遣
に
関
す
る
知
識
の
我
闘
に

俸
は
り
し
門
戸
と
し
て
の
長
崎

ロ
銭
道
に
関
す
る
知
識
の
支
那
を
通
じ

て
我
図
に
俸
は
り
し
場
合
に
就
て

日
徳
川
時
代
の
汽
車
ハ
我
銭
道
史
上
の
新
愛
見
)

M
我
園
餓
道
史
上
の
山
口

日
銭
遁
に
関
す
る
知
識
俸
来
史
上
の
山
口
際
ハ
一
)

同

(

二

)

M
H
A旬
開
山
富
在
、
己

ωω
開

ZE--∞
件
。
円
宗
門
色
。
何
宮
内
w

ロ
σωHHロ
σ
ロ
宮

]ω
日

)
m
w

ロ

〉
吋
の
『
守

pw吋
同
一
∞

σロず
ω
F
D
t弓
omo♂

長
崎
高
商
研
究
館
義
行

口

銭

這

経

携

に

関

す

る

文

献

の

経

漉

墜

史

的

研

究

経

営

撃

講

演

集

路
側
鎖
側
一
一
盟
諸
一
耕
一
紘
一
協
臨
時
子
製
諮
吟
「
官
管
及
び
公
営
事
業
」

問
。
ク
ラ
ツ
ド
ス
ト
ー
ン
の
餓
道
政
策
(
棚
毎
日
謎
鵡
)
商
業
と
経
済

m
捌

倣

綿

務

総

議

潜

に

関

す

る

酬

伊

翠

義

経

済

論

叢

(
交
通
特
に
畿
道
に
闘
す
る
文
献
の
経
済
皐
史
一
特
に
財
政
問
中
的
研
究
1
1
1
財
政
皐
と
交
通
論
と
の
交
渉
・

ll)

束

亜

経

清

研

究

大

阪

毎

日

新

聞

同束図

亜
民運

漕
新

研

究開

同九八 O
δ壬」戸L
、-tmコ

四 一 日 一

五

A

、、
」

/一0
.

一0
.

明
治
四
四
{
四三

大
正
一

O
一
一、

一
一、

二
ニ
二

O
{

一一
一

一・:一
O
、

八

一
一、

rじ

]ωZmω
ロ
m
g
ω
H
l
z
o
p
M
冨
可
N
l
k
r
u
宮山一

武
藤
敬
授
著
作
論
文
目
録

四

一四

四
四
、
五

昭

、
一
一
一

五、一

O

八.

j¥ 

一一一、

五



商

業

主

経

済

⑪
経
済
史
、
経
済
的
学
史
及
其
他
の
向
学
術
史
上
の
研
究

一
、
ア
I
J
ル
ド
・
ト
イ
シ
ビ
l
(
k
f
g
E
叶
ミ
ロ
ヴ

g)
之
研
究

一
一
件
誠
減
税
湖
上
十
「
民
主
一
枇
舎
攻
策
」

図

家

皐

舎

雑

誌

ー
ァ

l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ

l

2
ア
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
!
の
遺
稿

3
ア
1
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
!
の
性
行

同

4
ア
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
!
と
経
済
書

経

;<b・
iislJ 

済

5
ア
!
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
!
と
英
米
悌
濁
の
経
済
書

大
阪
高
商
・
商
業
及
経
潰
研
究

6
ア
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ

l
に
感
化
守
奥
へ
し
人
々

同

叢

一
一
一
一
、
こ

っ
二
、
九

{

同

一

戸
三
一
一
一

四
、
三七JL 

7
ト
イ
ン
ピ

l
父
子
と
ラ
ス
キ
ン

長
崎
高
商
周
一
女
曾
雑
誌

一一一二
二
J
一四

社
合
攻
策
墜
舎
編
叢
「
小
工
業
問
題
」
牧
録

8
ア
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
ト
と
弊
働
者
数
育

9
ァ
l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
!
と
弊
働
者
数
育

附
録
年
表
へ
未
定
稿
)

叩
セ
ッ
ト
ル
メ
ン
ト
の
母
ト
イ
ン
ピ

l
舘

間，-

1f:r 
日

雑

友

祉

舎

事

日
ァ
!
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
ー
を
憶
ふ

長
崎
高
商
事
友
合
雑
誌

m
M

「ア

l
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ピ
ー
を
憶
ふ
」
と
題
す
る
予
の
講
演
の
詮
調
停

同

一
一
、
ジ
ヨ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
イ
ル
ド
(
∞
町
]
。
∞
一
任
。

E
6
之
研
究

誌業

二
四

一九、
二
O

同

四
-大
正

五六
、
一
一

A

、、.
r

b

」

/
.
7
.

六
、
一
一

七
、
一

六
、
一
二

-'"・/、、

，じ

，じ/、、

昭
和
一

O
、
-'-・/、

大
正

五

七

同



3
拙
稿
チ
ヤ
イ
ル
ド
著
「
新
貿
易
論
」
に
就
て

4
我
校
所
蔵
ジ
ヨ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
イ
ル
ド
著

「
新
貿
易
論
」
の
各
版
に
就
て

∞W
H
S
F
H
H
の
E
E
に
就
て
は
日
英
交
通
典
之
研
究
、
第
二
篇
日
英
交
通
史
料
中
日
英
交
通
史
料
〈
十
五
)
及
第
四
篇
奮
(
倫
敦
)
束
印
度
合
祉

と
我
凶
と
の
交
通
貿
易
、
再
論
(
一
)
の
巻
頭
に
掲
ぐ
ろ
第
三
十
六
回
に
盟
1
H
S
F
F
の
E
E
の
宵
像
か
載
す
。

ー
ジ
ヨ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
イ
ル
ド
著
「
新
貿
易
論
」

園

民

経

済

雑

誌

2
再
び
ジ
ヨ
サ
イ
ア
・
チ
ヤ
イ
ル
ド
著
「
新
貿
易
論
」
に
就
て

同同商

業

京亙

と

、
ア
タ
ム
・
ス
ミ
ス
(
〉
仏
凶
器
∞
B
F
F
)

之
研
究

-
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
と
其
著
作
(
其
一
)
(
其
二
)
(
其
三
〉

業

経

商

と

2
ア
タ
ム
・
ス
ミ
ス
の
名
、
其
生
涯
、
及
其
臨
一
・

設
等
を
早
く
我
固
に
倖
へ
た
る
蘭
交
経
潰
書

経
瀦
論
叢
「
ア
ダ
ム
・
ス

し
ス
記
念
競
」

四
、
ジ
ヨ
シ
・
ス
チ
ユ
ア
l
ト
・
三
ル
(]or
ロ
∞
宮
山
E
Z
E
)
の
研
究

ー
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ユ
ア

l
ト
・
ミ
ル
略
年
譜

業

経

商

と

2
婦
人
参
政
運
動
と
ミ
ル
及
其
夫
人

月.

長

刊

問
。
t
o
三
宮
山
一

p
g
)

1
-
長
幅
仁
信
右
さ
す

E
E
Zき
雷
員
書
及
び

著
書
中
人
口
を
論
宇
る
書
籍
に
就
て
」

及
人
目
論
の
研
究

長
崎
高
商
忠
一
友
曾
雑
誌

武
蒔
我
授
著
作
論
文
日
銀

一一
一、

一一一一、
一一一一、

済、清

一叩…

済

四

自itf

創

刊

披

大
正

A

、、
」

/

四

A

、、
」
/

-'-'" 
f、

大
E
一
二
、
一

一
三
、
七

一
四
、
二

一一一一、

大
正
一
二
、
一
一

一一、

一一六

大
正

八

五



商

業

と

経

湾

2
蓋
潟
に
於
け
る
人
口
制
限
の
奇
習
に
就
て

六
、
ケ
リ
l
(出
g
q
の
E円
r
w
m

の
ω
5
5
の
研
究

マ
ル
サ
ス
及
び
毛
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
等
り
著
書
中
の
記
事
の
根
本
資
料
と
し
て
の
蘭
書

主主・
ヨ三

湾

H土
>t" 

米
園
経
清
風
一
史
上
の
ん
ノ
リ
!
と
其
著
述

七
、
巧
・
]
・
〉
佐
一
ミ
の
研
究

牛
津
大
墜
経
済
島
一
致
授
候
補
者
と
し
て
の
巧
・
]
・
九

rzミ

八
、
ア
キ
J
の
聖
ト
マ
ス
(
巴
・
叶
}
5
B
g
k
p』
E
E広
)
の
研
究

聖
ト
マ
ス
原
著
∞
guBω

、H
J
5
0

一o
E
S

漢
語
「
超
性
阜
市
文
」
に
就
い
て

の

G
E
E
S
5
2
Hハ
告
。
の
研
究

九
、
カ
シ
ト

1
我
園
に
最
も
平
く
俸
は
り
た
り

と
思
は
る
斗
カ
ン
ト
の
著
漣

2
カ
ン
ト
著
「
人
生
論
」
と
ツ
ク
ン
ペ
ル
ク
の
長
崎
出
島
滞
在
記

3
故
左
右
田
博
士
記
念
舎
講
演
ハ
其
一
一
)
所
感

4
問
山
口
Z
K
F
P
P
5旬。
-o向
日
。
ロ
ロ
(
同
叶
『
ロ
ロ

σ
R
m∞

k
F
戸市

O
E
F
υ
-ニ
ロ
]
岳
山
口
・

四
語
源
及
誇
語
の
研
究

一
、
銀
行
な
る
名
簿
の
曲
家
に
就
て
の
研
究

曾

報

〈
ω
自
己
。

(
N弘
仲
∞
の
『
丘
町
件

(
H
2
u
o
E
R
F中川
HH)MHP貯の
F
O
ロ

。
虫
色
∞
の
F
m
p
)
印
出
。
P
・∞名門・

l
O♀・

5
8・

長
崎
高
商
研
究
館
業
報

祉

曾

経

湾

史

恩

T

一
脇
田
徳
三
博
士
追
憶
論
文
集

商

業

と

主主

同女日

水

々

報

四d

リ
H
H
J
h
u
s
H
U

b

后

T
勤

済

五八

四

-'-/、

ノ、

1;. 

au A 
和、

五
、
一
二

大
正
二
二
、
一

O

昭
和

A

、、.
J

/

 

五

昭
和

j¥. 

四

大
正
一
三
、

七

伊
H 

平日

一一・
1・

四



1
銀
行
な
る
名
鮮
の
由
来
に
就
て

2
再
び
銀
行
な
る
名
鮮
の
由
来
に
就
て

3
銀
行
舎
館
な
る
名
静
が
約
二
百
年
前

支
那
に
在
せ
し
事
賓
の
護
見

4
同

補
遺

5
「
智
環
啓
蒙
」
香
港
第
一
版
長
崎
に
て
発
見

6
、
智
環
啓
控
訴
と
長
崎
及
鹿
児
島

二
、
邦
請
の
植
民
な
る
名
鮮
の
曲
家
に
就

τの
研
究

1
邦
誌
の
植
民
な
る
名
鮮
は
蘭
誌
の
誇
な
り
と
の
設

2
再
び
植
民
な
る
名
鮮
の
由
来
に
抗
て

3 
植

(
上
)

民

字

考

、
其
の
他
の
語
原
及
語
語
之
研
究

武
蒔
教
授
著
作
論
文
日
銀

園

民

主主

-漬

雑

誌

戸田d、- 〆-ーーーヘ

八 七 五 四

-圃園前田園田ーー~ーーー・、 ，ーー・内圃園園『
一六回二一六五三二一六五三二一

同商

業

、経

湾

と

同同長

崎

新

罰
吋

E
』
B

園

家

皐

曾

雑

誌

一
一、
一
一一

同

一一一
一、

「
歴
史
と
地
理
」
植
民
披

一一、
四--'-/、

大
正

七七

七

八.

七

九、
一
一
、
一
一
一

一一、

七

一、

大
正

八 六

ー主A/、

七

ゴL

七



商

業

と

経

済

A. 

1
z
g岳
g
と

S
5の
r
g
及

g
ュ2
と
の

Z
与
に
就
て

ー「

土

の

鈴

大
正

九

八.

2
Aハ
ン
そ
蒸
餅
と
和
誇
せ
し
古
き
蘭
英
悌
猫
語
辞
書

同

七

一一一-

W
H
H蘭
交
通
史
及
蘭
書
蘭
率
之
研
究

一
、
蘭

研

E匂
.7L 

童
日
:
の

(

A

)

蘭

文

簿

書

ー
明
治
以
前
我
長
崎
に
俸
は
り
し
繭
文
伊
太
利
簿
記
書

2
前
披
所
載
拙
稿
「
明
治
以
前
我
長
崎
に
俸

‘
は
り
し
蘭
文
伊
太
利
簿
記
書
」
の
追
録

3
明
治
以
前
長
崎
に
俸
は
り
し
蘭
文
簿
記
に
就
て

戸
U

A

一三日

長
崎
高
商
研
究
館
月
報

-'-/、

大
正

九

同

，七

九
二
二

図

民

経

済

雑

誌

三
O
、

一、

蘭

律

1
明
治
以
前
我
園
に
俸
は
り
し
蘭
文
法
律
書

(

B

)

 

文

法

タ←
同

1去

律

春

秋

一一、

W~ d 

和

一一、

ハ
C
)

白

然

科

E喜

書

ム
ツ
セ
ン
ブ
ロ
ッ
ク
著
窮
理
書

週

刊

朝

日

一一、

一一、

七、一

O

(

D

)

 

軍

事

関

係

の

蘭

書

佐
賀
藩
に
て
購
入
の
軍
事
関
係
の
蘭
書

一
柏
岡
日
日

新

間

大
正
一
五
二
一
、
二
二

明
治
以
前
我
図
に
俸
は
リ
し
蘭
丈
経
済
書
に
就
い
て
は
前
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
之
研
究
の
部
に
掲
載
又
蘭
皐
に
就
て
は
「
邦
誌
の
杭
民
な
ろ

名
時
口
関
誌
の
詰
な
リ
と
の
説
」
及
長
崎
新
聞
に
連
載
さ
れ
れ
ろ
「
語
託
の
郁
究
と
長
崎
人
の
著
作
謙
詩
書
」
等
委
照



二
、
シ

l
ボ
ル
ト
先
生
ハ

p・可
F
・

p・
ぐ
。
ロ
盟
各
。
E
〉
に
関
す
る
研
究

シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
渡

来
百
年
記
念
論
文
集

-
シ
!
ボ
ル
ト
先
生
略
年
譜

2
我
図
最
初
の
商
業
墜
絞
創
立
計
剖

者
と
し
て

t

の
シ

l
ボ
ル
ト
先
生

3
我
図
商
業
数
育
と
シ

i
ボ
ル
ト

4

H

)

円・
]
V
F

・
吋
円
・
4
0
コ
∞
5
σ
0
5
5
-
M
門
同
∞
巳
ロ

o
g
g
m
旬円
O
)
o
z

。一口
2
∞の
F
C
一O
B
門
出
ロ
ロ
(
芝
田
三
回
m
O
D
∞の}戸川
M

『
円
。
ロ
宮

Zω
目
白
，

∞h
H
}

仏

]ω
円
)
何
回
口

5
シ

l
ボ
ル
ト
に
就
て
の
三
結

6
シ
!
ボ
ル
ト
大
著
日
本
に
掲
ぐ
る
滋
泉
山
獄
ハ
弓
S
N
O
D
E
r
G

の

給
は
谷
文
晃
主
く
所
の
雲
仙
岳
に
嫁
り
し
も
の
な
る
事
の
考
詮

7
日

欧

交

通

史

に

関

す

る

丈

献

と

日

獄

文

化

協

合

後

行

「

日

獄

文

化

」

し
て
の
シ

i
ボ

ル

ト

の

著

述

講

演

集

シ

l
ボ
ル
ト
記
念
競

8
シ
!
ボ
ル
ト
先
主
と
和
蘭
総
理
大
臣
ト

l
ル

ベ

ツ

ク

科

皐

べ

(
外
交
家
と
し
て
の
ジ

1
ポ
ル
下
先
止
の
一
面
)

、
ツ
ウ
シ
ベ
ル
ク
ハ
の
・
同
μ

・
3
5ロヴ
OH間
)
に
関
す
る
研
究

ー
ツ
ウ
ン
ペ
ル
ク
先
生
略
年
譜

2
6
ツ
ク
ン
・
ペ
ル
ク
先
生
と
経
済
(
農
業
経
済
)
の
研
究

3
百
五
十
年
前
渡
来
の
ツ
ウ
ン
ペ

ル
ク
と
農
業
経
済
の
研
究

4
ツ
ク
ン
ペ
ル
ク
氏
渡
来
百
五
十
年

武
藤
敬
技
著
作
論
文
目
録

大
正
二
一
一

同

同

園

民

経

済

雑

誌

五

]己主宮、ロ
B
m
a
ず川
HD(】

F
2
p
g問。問。
σσ
ロ
〈
。
ロ

(}2
口。ロ訟の
HHO
ロ
の
om--s

R
F
弘
之
骨
兄
mH門戸円ロロ(同〈

O一
広
島
ω
ロ門
H
O
O
田宮田
{OD
∞
B-O∞∞-一岳皆同
2

8
Y
Y止
問
。
口
町
g
R
F
S♂
回
∞
吋

ω
l
S
ω
ω
・叶。一{円円
w

叶
o
r旬
。
芯
ωω
・

日

本

墜

事

新

報

六

、

六

O

二
A

、、.

二

」

/

五

一
一、

長

自苛

九

さ.~
臨l(

叢

昭
和

i¥ 
一
O
、一

O

‘ ，ノ

一
二
、
一

C

百ツ
同五ワ

十ン
年べ
記 Jレ

余ク

三先
肩関J.l-.

文涙
集来

大
正
十
四
年
十
月

国

家

墜

.舎
新

雑

さて1:

ち
ニ
九
、
一

O

~四
O
、

九

四五四

九九O

図

民

間

九



商

業

と

経

済

5
鷹
見
家
蔵
書
中
に
後
見
し
た
ツ
ク
ン
ペ
ル
ク
の
著
述

.

6
ツ
ク
ン
ペ
ル
ク
著
日
本
園
民
志
及
貨
幣
史

西
暦
一
七
八

O
年
版
蘭
諜

7
同
山
口

Z
K
F
E
E。
匂
o
g
m
円
。
自
己
、
H
d
g号
。
円
程
〉
c
p
E
r巳
仲
町
ロ
〕
m凶
日

)
m
E
・

8
我
校
二
十
周
年
記
念
丈
庫
所
蔵
ツ
ク
ン
ペ
ル
ク
氏
著

「
欧
洲
阿
帰
利
加
及
庖
細
則
般
行
記
」
英
語
第
二
版

四
、
電

同同

〈
九
戸
冨
k
p叶，

O

p、
日

雑

墜

友

---芳喜L

1
海
底
電
信
に
関
す
る
我
園
最
初
の
文
献
に
就
て

2
電
気
に
関
す
る
知
識
の
我
園
に

俸
は
り
し
門
戸
と
し
て
の
長
崎

一
楠
岡
日
日

新

聞

電
気
評
論
十
周
年
記
念
披

3 
同

電
気
協
合
九
州
支
部
第
五

固
定
期
総
合
講
演
要
旨

的
日
葡
交
通
史
之
研
究

附
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
及
日
西
交
通
史

1
慶
長
十
四
年
長
崎
に
渡
来
せ
る
葡
萄
牙
婚
と
其
の
大
砲

E裂

雑

史

2
慶
長
十
四
年
長
崎
に
渡
来
せ
る
葡
般

:
冨
包
R
含
口
。
。
ω

と
其
大
砲

3
西
暦
二
ハ
四
七
年
長
崎
に
渡
来
の
葡
図
使
節
に

関
す
る
肥
後
細
川
家
所
蔵
「
正
保
黒
船
来
朝
記
」

4
正
保
四
年
長
崎
に
渡
来
の
葡
図
使
節
を
載
せ

た
る
南
讃
胞
に
関
す
る
肥
前
大
村
家
文
書

日

葡

協

曾

愛

行

「

日

葡

交

通

」

三
国
史
塵
合
後
行
「
史
事
」

ーっ
史

印
出
。
ロ

誌誌

三
0
.
一
二

一一、

E襲

一一一、

O ag 
矛日

一一、

四

五

一一、

七
、
一

O

四
九

彩
写
・

l
o
z・
3
8・

一一、

昭
和

大
正
一

O
、
二
一
二
四

四

昭
和

一一、工、J 

五

八
二
二



5
日
支
吉
利
支
丹
史
料
比
較
の
必
要

6
日
西
交
通
上
の
長
崎
綴

刊
日

1
コ
ン
チ
ヤ
ロ
フ
著
「
フ
レ
ガ
ッ
ト
パ
ル
-
フ
ダ
」
中
の
一
節

露

交

j邑

史

四
日
支
交
通
史
及
支
那
通
商
奥
の
研
究

1
文
久
二
年
の
官
鵡
第
一
弐
上
海
汲
遣
と
文
久
三
年
l
元

治
元
年
の
上
海
第
二
弐
汲
遣
に
関
す
る
史
料
に
就
て

(
新
村
出
博
士
著
昭
和
十
年
二
月
登
行
法
西
叢
考
に
牧
銭
)

2
元
治
元
年
上
海
汲
遺
官
加
「
健
順

丸
」
に
関
す
る
長
崎
側
の
史
料

3
元
治
元
年
上
海
汲
遺
船
「
健
順
丸
」

に
闘
し
石
渡
博
士
提
供
の
史
料

長長

崎 崎

談新

商

業

と

主主

商

業

と

議室

同同山
口
高
商
「
束
亜
経
瀦
研

究
」
第
十
五
周
年
記
念
波

大
阪
朝
日
新
聞
長
崎
販
貰
所
日

華
聯
絡
記
念
「
長
崎
と
上
海
」

4
庚

束

十

三

行

園

設

5
醤
き
上
海
寅
浦
江
岸
の
油
給
解
設

6
錦
絵
「
唐
般
入
津
の
国
L
解
説

7
江
芸
閤
及
び
グ

i
フ
の
楽
翁
公
五
十
の
賀
詞

四
日
英
交
通
史
の
研
究

蘇
峯
先
生
古
稀
祝
賀
競
「
知
友
新
稿
」

同

武
藤
敬
授
著
作
論
文
目
録

叢間湾

A

、、.
J

/

 

、演

五八

昭
和

五三

五

大
正
一
五
、

大
正
一
四
、

一一、

昭
和

二、四

四

大
正
一
二
、

.... ~・/、

同昭
和



商

業

と

経

済

1

日

英

交

通

史

概

観

2

日

英

交

通

史

朝
日
新
聞
枇
護
行
「
開

園
文
化
」
牧
録

¥

(

一

一

)

『

r
虫
寸

(
十
五
)

(一一)

(

三

)

(
四
)

(

五

)

(

六

)

(七〉

(

八

)

業

と

経

商

(
九
)

(
十
)

(
十
一
)

(
十
二
)

(
十
三
)

(
十
四
)

J

(

十
六
)

、、

九一O
、

一一、
一一一、

湾

一一、一四、
一五、

一六、

/ 

一七、

昭
和

一
一、 四、・一

一一一、一一

四、四

七

五五

八

七，じ

七

八

八三

八九}L 

九

一O
、

一一、
九



3
初
期
日
英
交
通
史
の
重
要
文
献

4
奮
(
倫
敦
)
東
印
度
曾
祉
と
我
図
と
の
交
通
貿
易

グ
ヨ
シ
・
プ

h
w
l
ス
者
束
印
度
合
祉
年
代
記

5
嘗
(
倫
敦
)
束
印
度
合
枇
と
我
図
と
の
交
通
貿
易
再
論

少
ヨ
シ
・
プ
ル

1
ス
著
束
印
度
曾
祉
年
代
記

6
慶
長
十
八
年
イ
ギ
リ
ス
通
商
朱
印
紙
の
研
究

安門戸
me

旬
。
岳
山
C

ロ
の
掠
本
(
民

oE)
と
し
て
の

英
国
封

ωロ
B
巳
門
戸
の
〉
の

Z
S
王
と
の
候
約

7
幕
末
及
明
治
時
代
の
英
図
三
外
交
官
サ

ト
ワ
、
ア
ス
ト
ン
及
、
E

ツ
ト
ホ
ル
ト

成
都

1
市
史
及
其
参
考
書
に
就
て

2
同

(

遁

記

)

3
都
市
研
究
参
考
資
料
(
一
)
「
都
市
の
歴
史
」

市

研

，元才

..7t.J 

周長
年崎
言己高
念商
論創「
文立雇河
集三 ZE津
十 23教
商支授
業当還
と咽暦
経盟記
演空念

商

業

経

と

祉

舎

経

済

史

撃

明
治
聖
徳
記
念
態
一
合
編

日
本
文
化
史
論
文
集

雑
誌
「
書

誌
」
郷
土
誌
料
増
大
加誌演

商書

と

経

業

ぽ
教
育
特
に
商
業
教
育

大
日
本
百
科
辞
書
編
特
所
編
纂
経
済
大
俳
書
(
同
文
館
愛
行
)
第
四
品
川
牧
銭
「
市
街
鍛
遵
」
参
照

1
商
業
教
育
及
び
商
業
風
一
科
の
史
的
回
顧
と
長
崎

2
伯
林
高
等
商
業
事
校
冬
期
講
義
及
演
習
要
旨

武
藤
敬
授
者
作
論
文
目
録

長
崎
高
商
創
立
二
十
周

年
記
念
講
演
及
論
文
集

図

民

経

済

雑

誌

一
六
、

済

-

a

、、
一

」

/六
、
一

O

八

'‘ー"'--、

昭
和
一

O
、一

O

大
正
一
五
、

大
正
一
五
、

一. 
一、

一一一、
一
五
、

一
五
、

主八

九



商

業

と

経

済

3
我
固
に
於
け
る
算
盤
の
歴
史
に
関
す
る
一
一
一
の
資
料
に
就
て

長
崎
高
商
教
育
舎
議
行

寸

昌

明

」

4
「
昌
明
」
十
周
年
に
際
し
て

沼
工
業
政
策
及
赴
合
政
策
上
の
研
究

1
雑

考

雑

話

2
工
業
攻
策
研
究
上
の
雑
考

3
祉
曾
事
業
と
し
て
の
市
民
館

主
(
他
ト
イ
ン
ピ
ー
の
肝
究
中
に
掲
げ
れ
ろ
セ

Y
ト
ル
メ
ン
ト
の
母
ト
イ
シ
ピ

1
舘
其
他
参
照

4
演
劇
場
改
良
私
見
(
明
論
誠
一
一
日
…
閥
均
よ
り
)

同東

洋

日

の

出

新

聞

長
崎
高
商
翠
友
曾
雑
誌

崎

新

長長

崎

新

班
長
崎
及
長
崎
勝
郷
土
史
の
研
究

ー
改
造
枇
版
日
本
地
理
大
系
『
九
州
篇
』

四野n
H 

不日

二
O

七

大
正
五
年
一
月
よ
り
三
月
ま
で
蓮
載

一一一、一一

大
正

一五

六七

九

七

-h 

-
背
の
長
崎
地
闘
・

2
平
戸
町
幸
橋
・

3
英
図
商
館
遺
跡
の
碑
・

4
日
蘭
親
交
記
念
碑
・

5
昔
の
長
崎
地
図
・

6

V

l
ポ
ル
ト
在
留
営
時
の

間
H
H
U
 

B
-
-

長
時
間
役
所
及
波
止
場
之
国
等
の
解
説

長
崎
港
・

7
長
崎
出
島
蘭
館
内
蘭
人
饗
宴
の
国
(
川
原
鹿
賀
筆
)
・

8
長
崎
唐
館
役
所
の
銭
札
・

9
長
崎
市
街
交
易
の
固

-
M
市
経
界
風
・
日

rrg 
和

九

2
長

崎

祉
命
日
経
済
史
事
(
鶴
…
説
得
数
一
)

寺

町

の
長
崎
及
長
崎
懸
郷
土
に
闘
す
る
著
述
、
編
纂
物
の
序
文



1
増
田
廉
吉
氏
編
輯
長
崎
南
箆
唐
紅
毛
史
蹟
第
二
輯
序

2
仁
尾
環
氏
著

天
草
島
原
切
支
丹
一
授
史
談
序

3
山
口
晴
耕
氏
著

4
井
手
俸
吹
郎
氏
編

歌
雪容集
笠三回ー寸
..-.~、壁

長届
P/f，)" s:=. 
し Fι

序文

感(XIII)

拡え

欧
の
途
中
よ
り

族

4子

ヨ
M

4

一一一日

2 
イ白

京本

り

、、，-
J

，，
 

ド
im

伯
林
、
に
よ
り
訂
正
拍
記
録

3 
消

自
札!<l

楽監

考

と

4
南
濁
逸
パ

l
Jア
ン
園
フ
ラ
イ
プ
ル
ク
よ
り

5
海
外
南
遊
記
の
一
節

J

(
上
海
、
マ
ニ
ラ
、
香
港
、
位
、
東
及
洩
門
技
行
記
の
一
節
)

町
グ
l
-プ
及

ジ

y
v
y
雑
考

1
グ
l
-プ
と
其
の
妹
〔
グ

l
テ
誕
生

記
念
日
ハ
八
月
二
十
八
日
)
に
〕

2
消
息
と
雑
考
(
こ
の
内
に
グ
l
テ
及
、
ン
ル
レ
ル
を
論
争
)

武
山
崎
敬
授
著
作
論
文
目
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